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第25回農業環境シンポジウム「農業環境におけるリスク研究に

果たすインベントリー（知的基盤）の役割と課題」

農業環境インベントリーセンターインベントリー研究官 上田 義治

20世紀に人間活動が拡大した結果、農業環境

においてもさまざまな影響が生じ、生物多様性

の低下、地球環境の変化にともなう食料生産の

変動、および 化学物質や微量重金属の環境へ

の放出にともなう農産物の汚染などが懸念され

ている。こうしたリスクがさらに拡大すれば、

持続的な社会の発展はもとより、人間生存の基

盤さえも危うくなる。今後の農業環境研究にお

けるリスク研究や知的基盤整備の課題を論議す

るために、第25回農業環境シンポジウム「農業

環境におけるリスク研究に果たすインベントリ

ー（知的基盤）の役割と課題」が平成17年10月

25日に農業環境技術研究所において外部から41

名（行政１名、大学９名、独立行政法人などの

研究機関10名、民間７名、公立の研究機関14

名）、所内から104名の計145名の参加を得て開

催された。

佐藤洋平理事長による挨拶の後に、以下の講

演を受け、最後に総合討論を行った。

(1) 上沢正志（農業環境インベントリーセンタ

ー長）： 「リスク研究におけるインベントリ

ーの役割 －現状と将来－」

(2) 内藤 航（産業技術総合研究所）： 「環

境負荷物質による生態リスク評価手法」

(3) 夏原由博（大阪府立大学）： 「土地利用

変化による野生生物へのリスク評価手法」

(4) 鳥谷 均（食料生産予測チーム長）： 「地

球環境変化にともなう食料生産のリスク予測」

(5) 小野信一（重金属研究グループ長）： 「微

量重金属による汚染リスク予測」

(6) 鈴木規之（国立環境研究所）： 「空間的

・時間的変動を考慮した環境負荷物質の動態評

価手法」

(7) 佐土原 聡（横浜国立大学）： 「地域環境

におけるリスクの管理に向けた情報の共有と発

信システム」

(8) 大倉利明（農業環境インベントリーセンタ

ー主任研究官）： 「土壌インベントリーの現

状と発展方向」（コメント）

総合討論では、農業環境におけるリスク研究

やインベントリー研究に関して、次のような要

望・意見が出された。(1) 農業の形態が異なる

ときの生物多様性の違いなどについて総合的な

データを収集し公開してほしい。(2) 農業用水

系における水生生物の生息状況と化学物質や栄

養塩類の濃度などについて総合的かつ継続的な

水質データの収集とその公開を希望する。(3)

どのような農業環境のもとで高い生物多様性が

保たれるのかを解明してほしい。(4) 共通基盤

情報としてあらかじめ整備しておくことが望ま

しいデータを早い時期に選定し、整備を進めな

ければならない。求められる情報を把握する方

策として、単なるアンケート調査を実施するの

ではなく、サンプルを提示するなどして利用者

側のアイデアを喚起する必要がある。(5) リス

ク研究にはさまざまな分野の研究者の連携が必

要である。とくに、提示されたサンプルについ

て異なる分野の研究者が議論できるような方策

が求められる。(6) 環境リスクを把握するため

の共通基盤として、地理情報システムを用いた

一元的なデータ共有が望ましく、その維持管理

の態勢を確立する必要がある。(7) 環境リスク

を提示するときに地理情報システムで使用され

る空間的なスケールの設定が必要である（共通

のめやすができれば、データの活用が容易にな

るため）。
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